
′Jしかわの自然百景フォトコンテスト
特選に 上田 昭夫氏の「手取川夕照J

汗 ●|■ 平成 5,iサ 局に県内の自然λ視を iヽ 表し 将来に

'′
る´ヽ■優れた自然長競地∴ t「 [い しか,,o

ll A百景Jを選●.し  F・0年 10月 から当該J景を対● とした ,ォ ヽコンテ ストを■mで きオ.:18人からん t

点と多数の応募があり 嶽影景観 l■ 93■ に■んた。「 、■
"ゎ

の 心本百詢 編 _● 委員会 (,「 綸野義夫 全
大名

=教
授 )|こ おいて次のとお り,選 〕点  ■作 3点 が選定 された.

●特選

■用昭夫 (■)●
"郡

野 々市町   「手卿 ‖夕照J

O佳作
キ村 =66)金 沢市戸オ町    Ⅲ■1潟 と,21■峰 J

lr日節子 (43)金沢市橘場町    loの コン トラス トJ
森正知

`(53)0沢
市額新町    「奪の白山J

商],ワロ '飩 11月 号より

佳 作 「 夏のコン トラス ト」

特選  「 手取ハ|夕 照」

佳作 「きの自山J

山渓の「獅 ガイド '司 H県編Jをナカオが担当することに

なり 事詢寄長もそのうちの13コ ースを拝a写 真撮影とコース

調査に動いています。そのうち,自然百景と重なったものを旭饗

して射止めたのがこ才、「テレフォンカードにして配ろう」と思

ったら,睦 は賞と引き換えに県に渡っておりました。

受賞式の日,集鋤 ¨ 田 卜・ ふむふこ 自然際護課は

ここ力ヽ 勢 は一なんだ 栂さん鱗の部屋に変わっただけ

なんだ―と大発見した気になって,ふと見れば拇さんの熱 思わ

ず手を振ってしまった私―。勤務やなのに一。どこまでもミーハ

ーな事湖局長なのでありました。
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7期 中山 美津枝

時の流れは早いもので,金大ヮンゲ蛾 籍

を置いた時から かれこれ三輝 もなろうと

しています′当嘔 山が好きて入部はじたもの

の, シエアに入った頃には活動をやめてしまい

不真面目な部員てし,●

それが六年前のヮンゲ′繊 十周年山行

に 職場0同燎て石子OBの力 下さん 傲麹

にお議 をヽ受は 自山に登ったのが また登山

を始めるきっかけとなりました。

記念山行では 言表は での長かったこと。若

い。B無 混じつて,ゆっくりとした足ど

りでどうにか南竜にたとりついた時には 辛か

ったことも
=れ

ヮンデヽ 当闘餃

"れ

NF_い力奮

ってきたので丸

それから却 魂 舟口さんに紹介していただい

た 儘渚餞 ;頂上ヮンデリンカ隔 しパーティ

てした)く ろゆリクラブに入り,北陸百山の登

山を一つの日標にしているところで丸

中 めるまでは海行き専門のユ て

したが 今では「今度

…

こうか?Jと ,

■ 日を楽しみにする程 llaFき になってしま

|ヽました.

Ⅲ4_ィ
メ
~｀ 、ヽ_/γ

⌒、__、
オレンジ ロードと務する「口 11門―  _1_
颯     (も。 コースJ lt"局年     、

無 実行されていました 期麹び
「

      ｀ヽ
、

たってもそのIIIltた ぎらせていたOBがいま九

今年の夏鐵 にも恵まれ 主人とみ でヽ (

時
`こ

lt末猿がつぃて来ることもありました詢
ヨヒアルプスの方^、 揃動 v子ってきました。ど
この山へ行っても、頂上に立った時″露醸は
その■でしか味わえないもつてすょ、

その中でも難 は印象的てしれ 議繭力颯 く

苦しい尾機歩きを覚悟しなから,属場島から早

月朧 のコースを選びまし,tというのlt剣
岳1動 ての山だo少 不々要を抱きながらも

初 よいこのコースをあえて蒟 oたので丸

鯛発って お極暇聾協こ早明」難 著くまで.

オスの中を覆 oたすら歩き続けるだけの苦し

い歩き。しかも,小懸■築 てヽからもガスで視

界ゼロ.それても小診 前彎 覧ぐうち,

ガスが切れて劇の動 のい 時にII

長1溝鏑歩 きの苦しきも政きと規 鍛、がしたも

ので丸 まれ 夕畿 濃 だタロ機 の積線
がく,き りと浮かび上がる様● 雲満の中に大
日幸ゃ奥大口岳がとっしりと大きな山容を見せ

る様lt何ともたとえょうのないものでし、

これからも, 自分●体力にあった山登りで,

山の楽しみを増やしていきたぃと思っていま魂

あわよくに 何処かOIL`金大ヮングルのみ

なさんに出会えることを期待して 、
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全大ワンダーフォーゲル部o8会「グループ・ 藪Jの こと

19期 栂 輿雅

編集長から依頼されたものの、何 しろ、いいカロ減を絵に描いたような会のことであ
り、こうして書 くのもおこがましいのだが、金大ワンケルOB会を名乗る以上、その
実体を明らかにしておく必要があると思い、ここに記すことにした。

今を遡ること10年余、198445月 の達体に、久冨、深日、松下、綺の 4人で笈ケ岳
へ登ったのがそもそものき,かけとぃぇばそぅである。あまりの気分のよさに、来年
は自由、次はまた笈ケ岳といった具合で、途中からは栃尾も加わ り、"春のPW"と
して現在も続tiている。

ところ力く、 2年ほど前から、何がどうなったのが、鎌倉在住の松下を除く4人が狂
つたように登 りだしたのだ。百四丈の滝や庫滝など、沢もやり始めた。もちろん、そ
れまでも各人で山は続けていたのだが、一番登っていた小生でも年間十数回程度であ
ったものが、1993年の手帳には、低山ハイ■ングを含め42回の山行が記録されている。
このうち約半分がメンバーのだれかと登っている。 4人がそろうことは少ないが、上
馬さんと山行を業にする機会は増えた。

このようなことになった要因として、まず週休 2日 制が挙げられるし、互いが刺激
しあったということもあるだろう力く、ゃはり、何といっても気心知れた仲FBiと 行く楽
しさによるところが大きtヽのではないかと思ってtヽる。

そんな折、昨年 〈1993年 )の 11月 ころだったか、ョヒ国新聞社の月刊誌「アクタス」
の記者が、加賀能登の名山 (カラー見開き)の連載を引き受けてくれそうな山岳会を
紹介してはしいと職場 (県 自然保護課)へやってきた。ぃくつか候補をあげたが話が
まとまらず、結局頼み込まれてしまった。メンバーにも権談し、何とか弓:き 受けるこ
とになったのだが、このとき、どぅしても会に名前を付ける必要に迫られ、初回の原
稿締切りの前夜、苦しまされに国語辞典を数回開いたページの中から決めたという無
責任さで、深い意味はない。もちろん、ヤ

'こ
ぎは嫌いではないが、好きてたまらぬ

というわけでもない。どちらかというと、気がついたらヤプの中にいることが多いと
いうのが当たっている。

一応、これまでに「 アクタス」に執筆 したメン′`一とその山を紹介しておこう。O
の数字は、掲載月である。

O上馬 康生 (15期 )自然保護担当 (顧問)⑤ 自山
O栂  典雅 (19期 )環境政策担当 (企画係)①笈ケ岳、②三村山、⑤大山

⑦妙法II、 ⑨四塚山
O栃尾 俊治 (20期 )生産技術L当 (装備係)0猿山、⑥鳴谷山
O久富 象二 (eo期 )労働全庫担当 (資料係)⑩大F月 山
0深田 進  (20期 ,現場監督担当 (記録係)の医I山 ①大日山

ギ ″さて、これから「グループ・ 董」はどこへ行くのか、それはだれにもわからない。
ただ  「 ァクタスJはぁと 2年はあるし、当分のFgnは 、県内の山を中心に、山スキ上、
沢のぼ り、県外遠征、他の山岳会との交流登山 反省会などを散 りばめつつ、山頂の
ビールと下山後の温泉というオジサ ン的快楽山行を続けていくに違いない。
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去る7月 28日 ,21期の連絡員をお願いしていた 江口 喜美江さんが病死されました、
まだ若く,二人のお子さんを残しての逝去に胸が病みま丸

追悼文を同期の梅さんにお願いしました。21期の運終員は ●ll口 克己さんが引き受けて
下さいました。

喜 業 工 ち ゃ ん の こ と

2麟 栂 陸美

一昨年の夏、喜美江ちゃんの家族と私たちの家族は白山て一緒になった。尚志君も

友加子ちゃんも白山は初めてだったが、室堂まで元気いっぱいで登ってきたようだっ

た。 「子どもは元気やわ。私 らの方がバテた。」と彼女はご主人と顔を見合わせて笑
っていた。この時、喜美江ちゃんの体が大変なことになっていたとは、もちろん誰も

知らなかった。

その年の暮れ、喜美江ちゃんは大腸ガンの手術のため入院した。彼女は自分の病気

をはっきりと知っていた。今どんな状態なのか、そのためにどういう治療をしている

のかということをきちんと把握 していて、会うといつも私にも詳しく説明してくれた。

大腸の方は、きれいになったのだが、今度は肝臓に陰があるという。深刻な状態であ

ったはずなのに、しっかりとした話しぶりに、私は心のどこかで安心することができ

たことを覚えている。

翌年の7月 、子ども達の夏休みに合わせて、再び検査入院になった。子ども連は、

ご主人の実家 (愛知県)で過ごすことになっていたのだが、せっかくの夏休みに子ど

も達に何もしてやれず、さみしt｀思いをさせるばかりだということをとても気にして

いた。尚志君は尚志君で、学校で「ぼくのお母さんは夏休みに、がんばって病気を治

すために入院します。だから、ぼくもおllあ ちゃんの所てがんばります。」といって

いたそうだ。

できるだけ、自宅で療養したいという喜美江ちゃんの強い意志で、夏休みが明けて

|・|も なく退院することができた。通院しながらの生活はかなり大変だったようだ。「

病気を治すのが私の仕事。病院べは仕事をしに行っていると考えることにした。Jと
自分の中で一生懸命に割り切ろうしているようだった。しかし、「掃除もごはんもい

っぱい手抜きしてるんや。主人は、何もせんでいいよってぃってくれる。子どもには、

うんうんって話聞いてあげれるだけでもいいかなって思ってるんや。」と話す彼女に

「そうや、それが一番いいよ。Jと答えていた私は、彼女の言葉の後ろにある辛さを

とのくらい理解していたのだろうと、今になって思う。       | |
喜実江ちゃん自身の病気と真正面から聞おうとする強い意志と、家族の暖かい応援

の中で、病気ははじめ奇蹟的なほど回復していたらし,、 しかし、今年の4月 、ちょ

うど喜美江ちゃんの誕生日の頃、再び入院となった。 6月 末にはかなり元気になり、

もうすぐ退院できると、とてもうれしそうだった。が、退院して五日後、再び入院.

息苦 しそう
:こ肩で旱をし●がら、薬のせいで眠りに落ちていくあい間、あい間に、一

生懸命に容態を説明してくれる。膨れ上がった足がとても痛々しかった。「また来る

からね。Jと いって病室を出たとたん、涙があら、れてきた。

その二日後、私は南竜で職場の仲 F・3と 呑気に流れ星を見ていた。ちょうどその頃、

喜美江ちゃんは、静かに遠くへ旅立っていたのだった。

喜美江ちゃん、天国で安らかに眠ってください。
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私 が  
「

不 況 と 違 う 理 由 で

ヒ ー ιこな っ た 」 わ け

“

覇 鳥越 神博

先日,編集長の舟日さんから

「 7月 に嶽 テしたOB会報の編集後記に書いて

ある くといっても これば舟回さん力藩 0｀たの

ですか 私が レ軌 とは違う理由てしばしとマ

になったこと]について,知りたがっている人

れ るヽだろうから 次のOB会報に書いてはじ

0ヽ」

と,,娑ヽ 原哺躍嗜熙蔵受けました。

自分としては あまり褒められた話でもない

し,どちらかと言えば 恥ずかしい部類の話な

ので こんな所で暴霞したくもないのですか

考えてみれば これも「ヮンずヽ OBの山での

事故の話」 (?―そんな大袈裟ではない)かと

も思い,編集長は を汲み あえて紹介するこ

とにした次第です。

それてl`静の本題に入ります。今程 廟

の話」と言ったので,結論から先に言いますと

陪 スキーに行って,転んで膝下の骨を折って,

2ケ月入院していたので. しばしヒマだった」

というのが真相で丸 以後 多少恥ずかしさも

あるので, 自分のことを「T君」として 事の

内容をお話ししま九

今から半年程前の, 5月 14日 .15日 の2日 rHt

職場の嗣 人程で,立山へ春スキーに出掛け

ました。スキーがとびきり上手いというわけで

はない初参加の常 は 多少緊鰤 こ出発し

ました。

14日 は快語で,朝二番のケープルに乗り, 9

時頃にばみくリカ地 に着き, しばし休憩の後

雷鳥沢ヽと向かいました。一度雷鳥沢のテン場

まで滑り,剣御前嵯 登り返します。T君は

日頃の運動不足を痛感しつつ. Ⅲ快晴の立山を

楽しみながら,何とか検蜘 前山荘に着きました。

機 とった後 もう少し足圏■ばし,食 llkの

」遅 まで行ってみようということになり, 5-
6分で剣沢まで滑り際りました。T君は 剣沢

小屋の前から,まだベットワと雪のついた資捲

穴のあく程見て 鰤 こ浸っておりました

当然まだこの時は 瑾渤場 |こ力蔭が降リカい ろ

うとは夢にも思わず ―。

途中で剣を振り返りつ,貪鰤 へ登り返し,

いよいよ誠島沢を滑ることになりました。雷鳥

沢上部はさすがに急なので,スキー無級のT君

は ンェテム ターンに毛のはえた程度でゆっ

くりと降りて来ました。半分程来ると傾斜も緩

くなりました。余裕を持って滑れそうだなと思

って潜り出し, 2-3回ターンしたその臨 F
―ンと前へつんのめるように転んでしまいまし

た。

スキーが外れなかったので,足を稔ったなと

いう感0はあったのですが その時はせいぜい

ネンザ程度と思い, とりあえ五 下までゆっく

りとボーダンで滑り,そこからみくりが池まで

はストックを決泌 りに,何とか戻って行きま

した。さすがに宿へ着くと,足をついて歩くこ

とは出来ませんでした。

そして翌日金沢へ帰って医者に見せると,先

生はレントゲン写真を見ながら

「骨折してますねえ。手術しなきゃいけないで

すねえ。」

このようにして,T君の2ケ月に及ぷ「ヒマ

な日 J々は始まったのでした。

PS おかげさまで 現在に Ю伽の程のボル

2ヽ本がまに入ったままでリカヽ ほぼ元通りに

戻っています。やはり 山には思わぬ事″の支

醐 れていることを痛感した出来事でした。

(単に スキーが上手くなかっただけ という
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油
凝
■
●
山
ヽ
金
■
一
２
一

ツ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
Ｓ
で
の
■
せ

”
行
の
四
年
●
こ
、
山
は
４
に
■
近

に
あ
っ
た
が
、
省
奸
、
出
産
、
育
児

ｔ
Ｏ
●
な
く
中
断
。
山
べ
の
あ
こ
か

れ
が
く
す
ぶ
り
■
け
て
い
た
。
次
”

の
オ
ム
ツ
が
と
れ
か
か
つ
た
こ
ろ
か

ら
ハ
イ
■
ン
グ
を

小ヽ
み
ζ
み
た
も
の

の
、
お
ま
り
仙

，
そ
当
然
と
し
て
き

そ
れ
こ
そ
、
す
の
前
の
卯
辰
山
で

す
０
足
で
登
っ
た
こ
と
の
な
い
人
で

あ
っ
た
．
子
供
た
ち
に
は
る
か
贅
れ

を
と
り
つ
つ
、
全
夕
の
来
か
千
と
な

っ
て
出
つ
く
す
な
験
も
重
ね
た
．
い

つ

「
ば
か
ら
し
い
」
と
押
し
つ
け
■

ｉ
ｔ
ほ
う
り
だ
す
か
と
思
い
き
や
、

意
外
な
こ
と
に
、
次
の
山
行
を
心
雀

ち
に
す
る
は
か
り
か
、
自
分
で
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
要
し
て
出
か
け
る
ま
で

に
変

，
し
て
し
ま
っ
た
一

か
く
し
て
規
底

＾
し
ん
せ
き
）
中

の
あ
き
れ
顔
を
よ
そ
に
、
三
易
を
ベ

ナ カ オ と 私

(金沢ナカオ山岳会 ∞周年記念誌

'911発行より転動

15期 舟回 節子

へ
は
子
一‘
れ
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
引
　
ビ
ー
キ
ャ
リ
ア
に
担
い
で
の
フ

，
ミ

け
目
は
半
減
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
　

リ
ー
登
山
は
フ
ル
回
ヽ
中
で
あ
る
．

「力

"｀

 のと洒油J
「ナカオJを知ったのはかなり古い。十J苛年

記念の「犀奥に集号」を,学生時代に耳にして

いる。高二郎をホ,ムグランドと心得る,に
'よ

:′ マ破りと思 える情報であった。しかし 理

な学生ではなく議会人であること|‐ 長怖の念を

覚え 力ヽ つ 仲間がいるから山に登るといった

冑場にあれていた時期でもある。卒業後の器に

といった発想は微鹿もなかった。そしておIEtr

の身に 身上書等も用意したけれど 登山lun

味とは書くのも憚られる時代―ましてやIB i―に

ralじ趣味を望むべくもない。常識的には ここ

で山から足を滉うことになるはずだった.

朝日新間の「フィールドないしょ話Jに計 :′ い

(そんな ―流新間に載ったのも, ナカオのおか

けであつ 。あれには書けなかった思いかけぬ

妊娠の理由 ,は ,う

"ヽ

らんでいう 0曇泳 持ヽ

,ていく
'ま

ずの類の話なのだが一).

学生時代にも詰めざるをえなかった笈ホ 着

合宿の地と決まった。月二回の

“

1子をようやく

確保できた身にとって 連休三日の「わがままJ

I=ヨI底さらりと言い出せる話題ではない.良

妻賢母に磨きをかけて一て,要するに「菊故J

してしまった 1

ここに 神の A‐|を建えた染配のりを思わず

ク
ラ
フ
で
子
ユ
れ
山
行
を
乱
け
て
は

し
い
」
と
い
う
う
ら
み
が
ま
し
い
要

求
に
、
彼
は
従
わ
き
る
そ
〓
な
か
っ

た
．
つ
ま
り
■
任
を
と
ら
さ
れ
た
の

で
あ
る
．
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にはいられない。最悪 (?)の事態が思いかけ

ぬ展開を見ることになる。濡れ衣の貴Iをとら

され くろゆりの山行に澱 保諭雛調で動

した二人が 四十にして山に日覚める。まさか

のファミリー赫 鶴 まり,六年後にlt Oヽわ

く因縁の策ケ岳に夫婦で立つことができた。「

夢のまた夢」とはこのことだ。三男場の名齢 こ

かけて一彼は決して失敗作ではない。「神の啓

示」て援かった子である.

今は 会の
「 社会性ある登n」 「生涯登山J

のスローガン七 最大限拡大解釈させていただ

いて,子連れ麟テを続けている。子連れの濾

興醒め 方に 「参加することに意義があるJ

で勘弁してもらい,少しでも接点を持ちつつ同

`ラ

かヽなうよう客戦している。

とはいえ,いずれ,男坊も離れていく。その

頃には ナカオで知り合ったと錯覚しているよ

うな夫婦力畷 るのかもしれない。

―こス′なにベージを占有していいちのか 迷う

“

ですか 。

今回|1急越OB会報の単独痛 テを決めた前

口より|ま時間の余裕があり 若十の朝筆依頼を

イテったのですか ―相変わらずの結果でした。

苦から3H― 鹿をみるものと決ま

っていて それはOBに昇各 (?)しても変わ

らず 皓料をもらう身になっても 人の税にな

っても変わらないのですねえ―.

できることなら 公平 第二者嚇 な視点

で編集を進めたいという願望も どこか―痔 目

撲になってきて,まずいなあと思いつo ごも

これだけのエネルギーがなけれ1よ OB会報な

んて所番出動 くらない一「編集長なんて, い

つでも撻わってゃるぞ IJと開き直り なおも

駄文峨 くのです。

今年 ナカオのゴール■ンウィーク前半の合

宿

`滋
賀県の己高山 金嚢岳でした (次に発

行する本の調査のため)。 食料孫を拝命した私

は 久々に鏑でビ飯を炊きましたが 鍋の蓋に

重石を乗せたり,茨き上がりを逆様にして華ら

す等 昔習った通りのテクニックを馴丸 「さ

すがワングル仕込みJと喝榮を浴こ  「武器 J

ではかはかご飯を口に運べに やはり思い出さ

れてくるのはリングルの項のことでした。

今こうして社会人

…

所属してみると,

とんなに,ンゲルで 島人としてきちんと仕込

んでもらった力ヽ かたって認識できるので

`Ъファミリー登_Iの時のコースはもちろメリ私が選

定しますか  〈二邪は 実発的に言い出すだけ

と思っているらt,ヽ けれど)避難ルー トを考ほ

し,知資を見定め 行動食や水の量を決めるの

も私―こういうこと力
'身

につき 山行の余裕と

なっているのは llと ぃってもランケサt感 らし

の成果です.

でも 多 くのOBには あるいはそれわ逆 に

意識の上でtljlに なってぃるのかもしれません。

山というと.山のような荷物  ゃたらと時間の

力

"ヽ

った審議  ッ_ヵ ―の神問もいない―これ

ら力

"ヽ

えって,かってのフングラー違を山から

遠ざけているのでは一とも思います。

似 Fは冤在山離れしているOB向けの文章で

す。)

かつて 私にもヮンゲルがやたらと還い時代

がありました。今 若いOB達 もきっとそぅだ

と思います力ヽ 社会へ出てどうに力亀 剰力報 に

ついてきた頃に徐々に仲間の結婚力億 まり 扱

―

"―



鰤 薄醸陰替わりとなり,それらが‐段なつ

いたあたりから誰か力嗜頭をとっての同期会が

始まります。時には思いがけぬ言昭 が昆じりも

します。それらの時 男ならネし服を取り出し,

財布を持てlfど こへだって行けます力ヽ 女の私

にはやはリハンデイーがありました。家族の衣

食 住の段取りをつけてからでなければ動けな

い―反対されたとかではなく 自らあきらめる

しかありませんでした。地元にいても, 4画の

転居もありました。奢塁 の基盤作りの時射 ―も

う必死で,余裕もなくて, ヮングルなんて化石

で埃を被っている択溜kしれ

そんな頃も山は思い出したように行ってはみ

ましたが 幅 T山とか 4摯の31L),家のロ

ーン蝉 怖じ気づいて革も手放していまし

たから 頼るのは公装蟷酎鯛鍾 時間い る

し,子供達は山に入る前にくたびれてしまい
,

婦りはそんな遇酔 スヾの時刻を気にして歩力せ

ねばならず かえってストレスー杯で帰宅する

はめにもなっていました。百山もあまりに違い

面に思えていました。

そんな生活が 今日のように変わったきっか

けt= ワンケ
'0か

らのる周

―

の鋼 でヽ

した。封筒の裏のこ汚い「金沢大学ワンダーフ

ォー

"嬬
制 の文字がなんだ力燎 ふしいようで

した。こんな機会でもなければ子供選を首山に

連れてtヽ ってやれないと思い 
一

の分も

申し込みました。それでも心配て,確認の電話

をかけてきた力 ‖さん 0鵬 に「大文夫でし

ょうか?」 と問いたら,彼女 陪 山なんて,子

供も年寄りも登ってますよぉ。」と,軽くのた

まったのでした。そして記念鮨 子の当日,小二

と年長の息子達に 優しい現役のお姉さん達に

手を引いてもらい南竜に到着できました。 (そ

の後半は5鱗03連はわがままを言って頂上ワ

ンデリングに加わらず 別山を経由して降りて

しまった。)

自由の前にltJ麟と称して,薪 立山を往

復してみました。メヒアルプスの連山を見て「婦

ってきたぞJの思いを強め、それは自由に登り

いっそう強い思いとなってあふヤに きました

その次の年の夏山:′ ―ズンの始まりに それま

で避けてきた,割吉の山の本のコーナーに久々

に立ちました。それが,カオの |かかのと言山J

との出合となり 直″子を再会するきっ力ヽ すとな

りました。

てすから ヮン

"環
役 幌投という存わ

にltたい
～

ん感謝していま九 あれから,高
二郎べ嶼 りました711二回とも現役達の

新 トレに出くわし,因縁の笈ケ岳でも現役 ∝

機 こは大学院生と5回リ バーティーと遭遥し

ました。そんなことがたまらなく嬉しく,そし

て03と して胸を張っていたい気持ち力ヽ 山行

の苦しさ,そ の後の不測の事態も乗り越えき

せてくれたように騨 まヽ九

OBと現役は つながっている。そしてお互

いが良0ヽ刺踊を与え合う散 ありたいと思い

ま丸 現役嘲 れる転 数多のOBを駆 浮ヽ

ガ́ 思ヽい直して欲しい。そして03の方,コ現役

の情報からあの時代を思い起こし できれば山

に足を向けるようになって欲しぃ一ほんのわず

かの職 行ける灘 素 の経 動 とか翻熙 そ

して自山や北アの連山を眺める恰好の展望台と

いったコースがありま九 山歩きは生産スポー

ツ。せぅかくフンタ レで基礎を在込まれている

のだから あとはやる気汝乳 OBになるまで

続けられたからにR皆 にそんな受容体国躊わ

っており,」 さヽなきっかけで連競反応力健 きて

くるように思いま九

会報もその一つになってくれれぼ せめて

会報の居いた日確 の青さが違って見えてもら

えれば と順っていま塊
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今年 ←械 6つ のな 第 8次雅 る自由

―BHPW鴻 十画さオ■ましたな 市ノ瀬から大

汝までのビストンで終了しました。

そしてワングル初の,このルートを使っての

夏合宿肛 猛暑だったこの夏実施されました。

ルートについて,先に補足しますと 高二郎

から見越山のかつてのァングル遭はほぼ痕跡な

し ブナオ峠 哺 山刀利自然休養地として野

営場他の整備が整えられていまつ から赤摩木

古経由てllびている登山遭と合流する見越山頂

から道はよくなり,奈良二 大笠山では むし

ろ馬漉てかい標柱や,ベンテ :テーブルなどの

の調躊に輿醒めさせられる程です。大笠から,

一方岩岳までは原始のままの秘境の山 7々1●さ

れています。 0こ山については 0哺め らヽ,

場 !1ダム経由フカバラノ島根コースが開通し,

健脚向きなから日爆り山行が可能となりましわ

水については かつては勘 中¨ 永

の全糧整雄■て いく斌 でした コ鑢 嵩とも

たいへんな負廻をしいられました。現在lt多

くの動 ―ヾテイーが採つているように,現

地て沢を下りて水を確保してくる方式が採られ

ています。とはいえ 下りは10分程でも戻り

に 水ポリを担譲 一日の疲労がとっとててく

る中で鋼 を¬蒻霧 ■力けて這い■か リー

死に物狂いの智労があったようですヽ ミスター

KUWV達の汗を讚えつつお読み下さい。

'94白 山 Party
茸 合 宿 の 記 録

リーダー 山本 期

8月 4E(1日目)晴れ

ヤブコイに

'メ

ゃ リーダーの判断ミスでテン場

予定地のヮングル平に豪 たヽのは 朗臨時間ま

であとわずかの午後54水 たまりの水を飲ん

で→きつく。

8月 6口 (3日 日)晴れ―曇

見越山南秘 こ出てヤブ明けの快感を知る。こ

れからは 快透な登山が続くと思ったら 夏合

宿の行程中,最悪の暑さ勘本験する。歩き始め

て10砂程でサウナ状態となる。みんなで瀬測 ‖

の冷水を飲んで体力睡 する力,大笠山まで

行けず 登衝道の上にテン設することになる。

今日も午後 5申暇筆

8月 7日 (4日 目)晴れ

大笠山のフカバラの尾根から下山して再び二

方岩に登りかえすという方法乞思いつき,前日

そのように決定したが 大笠山のビークに立っ

て笈を見え時 ヤプをこいて笈のビークに立ち

たいという気持ちに押さオ、 とりあえず出発し

た。このIIも大笠山

…

水を汲こ 宝

剣のビークでテン設てきそうな場所を見つけ,

テントを張る。宝剣から見た笈は迫力があった。

8月 8日 (5日 目)晴れ

ようやく笈ケ岳のllIに立|つも感慨探いもの

があったホ やはり笈のビークも蒸し讐かった。

通称 」後のテン場という夢テンまで行き 午

後は久しぶりにのんびり過ごした。

8月 9日 (6日 日)晴ンι

オロロが節 かヽかる中 必死の思いて新道と

っつきのテカ霊、 早くも下山した0瀬動と前

進しなければならないという葛藤に苦しめられ

る。

8月 5日 (2日 日)晴れ―曇

とりあえず高二郎を越えるということを合言

葉に,うだるような暑さの中 夏合宿初めての

今日の行程中 池維までなのでそれほ

と長くな0、 予定より丸一日遅れているな と

りあえず一日一日辛抱強く行きたい。仙人童の

池語は噂通り快趣なテン場だな 胸 水劇 ヽ

きな虫たらけで,今まで沢の水機 ιていた僕

け 少の抵抗を露じれ ここから見た笈 大笠

は自由蝶 の素晴らしさを全て語っているよう

な感じて やたら立派に見え,ヒ
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